
◼ 2/27 (火)監査 210-2 会計上の見積りの監査ゼミナール フィードバック  

      
  

＜講評＞ 
 

五藤委員 

実際に触れていないとイメージがなかなかつき辛い論点かと思います。実務では仮定、データを正確

に特定するために会社をいかに理解するかが重要になりますので、会社に関する理解と情報を入手

するコミュニケーションをどのように行うかが重要です。  

 

 徳川委員 

  見積りは今後監査をしていく上で悩むことの多い論点になります。特に今回第 1 問で出た事業計画

の検討は、関係各部へのヒアリングや沢山の資料の閲覧が必要となりますので、初めて担当するときは

今日のゼミナールを思い出しつつ、上司とも相談しながら進めてください。 

 

小島委員 

  設問がややふわっとしたものである中、しっかり議論出来ていたと思います。監査上の対応については

もう少し具体的なものが出せるともっと良かったと思います。 

 


